
生活介護(通所)・放課後等デイ併設

新ひのきの杜
令 和 ３ 年 秋 完 成 予 定

一貫した福祉を保障する

社会福祉法人すぎのこ会
〒３２９－４３０６ 栃木県栃木市岩舟町曲ケ島806番地１ ひのきの杜

TEL ０２８２－５４－３１３１ http://www.suginokokai.or.jp/

《建設への想い７》

すぎのこ会は、障害の早期発見・早期支援が求められていたことから、「児童発達支援・放課後等

デイサービス」を大岩藤地区（岩舟町・大平町・藤岡町）、栃木市内へと拡充してきました。重度の

身体障害（肢体不自由）と重度の知的障害が重複した重症心身障害児の支援にも力を入れています。

新ひのきの杜では、けやきの家から「重症心身障害を対象とする放課後等デイサービス」を引き継

ぎ、新たに認可予定の生活介護事業に併設いたします。放課後等デイサービス５名、生活介護１５名

の多機能型事業所の名称は、「はまなす」を予定しています。

はまなすは、平成１０年１０月に現法人本部の地に開設した重症心身障害児者通園センターの名称

で、もくせいの里・ひのきの杜と場所を変えながら継続され、重症心身障害児者通園事業終了後の現

在も、ひのきの杜生活介護（通所部）の愛称として大切につないできた思い入れのある名称です。

重度の障害を持つ子供たちは、乳幼児期から学童・思春期、青年期、成人期まで長期に渡る療育・

支援が不可欠です。そこで、はまなすを新ひのきの杜に併設し、一貫した療育・支援を行ってまいり

ます。放課後等デイサービス・日中一時・短期入所・施設入所支援の各サービスを、成長に合わせて

生涯に渡って同じ建物内でご利用いただけます。

ある障害児のお母様の言葉です。「親しか支援者がいなかったら、私が急に入院したら困るのはこ

の子。元気な時にこそ頼れる人を増やしたい。我が子のことをよく知っている職員が大勢いてくれれ

ば、安心して利用できる。」新ひのきの杜では、相談支援・学校・保護者の皆さんと連携しながら、

通所の職員とともに同じ建物内にある短期入所・施設入所の職員も一緒になって顔の見える関係を作

り、お子様の成長を見守り、信頼関係を深めていきたいと考えています。
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